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道　標

そ
れ
で
も
喜
び
…

２
０
０
６
年
１
月
29
日
に

「
鹿
児
島
純
心
女
子
学
園
」
体

育
館
で
あ
っ
た
司
教
叙
階
式
に

は
、
県
内
外
か
ら
１
７
０
０
人

余
の
信
者
が
駆
け
つ
け
、
郡
山

司
教
の
誕
生
を
祝
っ
た
。

財
政
問
題
を
は
じ
め
と
す
る

教
区
の
基
盤
作
り
に
奔
走
し
た

長
崎
出
身
の
糸
永
真
一
司
教
か

ら
そ
の
任
を
引
き
継
ぎ
教
区
長

と
な
っ
た
郡
山
司
教
が
ま
ず
取

り
組
ん
だ
の
は
信
者
と
し
て
の

生
き
方
の
確
立
。
司
教
が
自
身

の
紋
章
に
掲
げ
た
モ
ッ
ト
ー

「
そ
れ
で
も
喜
び
、
希
望
、
感

謝
」
を
教
区
民
の
、
キ
リ
ス
ト

者
の
生
き
方
と
す
る
よ
う
に
と

念
願
し
、
在
任
中
に
起
こ
っ
た

あ
ら
ゆ
る
問
題
の
解
決
に
も
そ

の
モ
ッ
ト
ー
と
照
ら
し
合
わ
せ

な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
っ
た
。

全
小
教
区
に
司
祭
を

郡
山
司
教
誕
生
後
、
最
初
の

喜
び
は
司
教
叙
階
後
２
週
間
余

で
あ
っ
た
助
祭
叙
階
式
（
現
・

テ
ィ
エ
ン
神
父
）
だ
っ
た
。

こ
れ
は
糸
永
司
教
在
任
中
に

始
ま
っ
た
「
ベ
ト
ナ
ム
が
フ
ィ

リ
ピ
ン
で
養
成
し
て
い
る
神
学

生
の
中
か
ら
鹿
児
島
教
区
で
働

い
て
く
れ
る
神
学
生
を
獲
得

し
、
教
区
で
働
い
て
く
れ
る
司

祭
と
し
て
叙
階
す
る
」
と
い
う

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
り
の
表
れ

だ
っ
た
。
当
時
、
こ
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
交
渉
役
だ
っ
た
郡
山

司
教
（
当
時
は
司
祭
）
は
、
糸

永
司
教
の
思
い
を
引
き
継
ぎ
、

ベ
ト
ナ
ム
人
司
祭
４
人
（
ア

ン
、
タ
ム
、
ド
ゥ
ン
、
テ
ィ
エ

ン
の
各
神
父
）
を
叙
階
し
た
。

「
全
小
教
区
に
司
祭
を
置
き

た
い
」
と
願
っ
て
い
た
郡
山
司

教
は
、
そ
の
後
も
韓
国
人
神
学

生
を
受
け
入
れ
（
２
０
０
９

年
）
、
そ
の
後
、
司
祭
に
叙

階
。
ま
た
事
情
が
あ
っ
て
修
道

会
を
出
た
司
祭
、
修
道
会
の
枠

に
お
さ
ま
り
切
れ
な
か
っ
た
司

祭
た
ち
を
受
け
入
れ
、
「
司
祭

が
欲
し
い
」
と
い
う
信
者
の
要

求
を
満
た
し
て
い
っ
た
。

郡
山
司
教
在
任
中
、
10
人
を

司
祭
と
し
て
叙
階
し
、
他
に
４

人
の
司
祭
を
獲
得
し
て
い
る
。

郡
山
司
教
在
任
中
に
糸
永
司
教

を
含
む
７
人
の
教
区
司
祭
が
天

に
召
さ
れ
て
い
る
。
外
国
人
司

祭
や
修
道
会
関
係
の
司
祭
の
獲

得
が
な
か
っ
た
ら
教
区
の
姿
も

変
わ
っ
て
い
た
に
違
い
な
い
。

波
　
風

司
教
叙
階
か
ら
１
年
余
り
が

過
ぎ
た
頃
、
ス
ペ
イ
ン
か
ら
マ

ル
チ
ネ
ス
一
家
（
宣
教
家
族
）

を
受
け
入
れ
た
。
私
財
の
す
べ

て
を
投
げ
打
っ
て
海
外
で
の
宣

教
を
行
う
彼
ら
一
家
に
心
を
打

た
れ
た
司
教
だ
っ
た
が
、
日
本

で
は
彼
ら
の
所
属
す
る
グ
ル
ー

プ
と
ま
た
そ
の
よ
う
な
生
き
方

へ
の
理
解
が
浸
透
し
て
い
な
か

っ
た
こ
と
も
あ
り
周
囲
へ
の
影

響
を
考
慮
し
、
鹿
児
島
か
ら
奄

美
大
島
へ
と
そ
の
派
遣
先
を
変

更
、
ま
た
日
本
司
教
団
と
の
足

並
み
を
揃
え
る
た
め
に
そ
の
受

け
入
れ
を
中
止
す
る
判
断
を
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
失
敗
と
も

思
わ
れ
る
宣
教
家
族
の
受
け
入

れ
だ
っ
た
が
、
彼
ら
の
信
仰
と

一
途
な
生
き
方
に
感
動
し
た
信

者
た
ち
も
少
な
か
ら
ず
い
た
こ

と
は
否
め
な
い
。

庶
民
派
と
し
て
誕
生
し
た
司

教
の
生
活
ぶ
り
は
、
小
気
味
良

い
も
の
で
も
あ
っ
た
。
ほ
と
ん

ど
の
移
動
に
バ
ス
や
電
車
な
ど

公
共
の
交
通
機
関
を
利
用
、
ま

た
出
張
の
際
も
で
き
る
限
り
シ

ニ
ア
割
引
等
を
利
用
す
る
な

ど
、
そ
の
節
約
ぶ
り
は
節
電
、

節
水
に
至
る
ま
で
、
周
り
が
驚

か
さ
れ
る
ほ
ど
だ
っ
た
。

神
学
生
養
成
に
し
て
も
海
外

留
学
を
勧
め
、
ま
た
司
祭
が
足

り
な
い
時
期
に
も
教
区
外
に
司

祭
を
派
遣
す
る
な
ど
、
「
ザ
ビ

10
月
８
日
（
月
）
、
鹿
児
島
教
区
は
郡
山
健
次
郎
司

教
の
後
任
と
し
て
新
し
い
教
区
長
（
中
野
裕
明
司
教
）

の
誕
生
を
祝
う
。
教
区
報
で
は
２
０
０
６
年
１
月
に
司

教
に
叙
階
さ
れ
、
教
区
長
と
し
て
独
自
の
「
ら
し
さ
」

を
前
面
に
押
し
出
し
て
働
い
た
郡
山
司
教
の
功
績
を
思

い
起
こ
し
て
み
た
い
。

「
そ
れ
で
も
…
」
と
生
き
た
12
年

郡
山
司
教
の
働
き
を
振
り
返
る

鹿
児
島
教
区
主
催
の
信
仰
の

基
礎
を
学
ぶ
「
夏
期
集
中
講

座
」
が
今
年
も
８
月
20
日

（
月
）
〜
24
日
（
金
）
ま
で
の

５
日
間
、
ザ
ビ
エ
ル
教
会
一
階

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
。

こ
れ
は
「
信
仰
の
基
本
的
内

容
を
種
々
の
角
度
か
ら
学
ぶ
こ

と
を
通
し
て
信
仰
の
基
礎
を
確

認
す
る
と
と
も
に
、
私
た
ち
に

尋
ね
る
人
に
私
た
ち
の
信
じ
て

い
る
こ
と
を
告
げ
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
」
と
１
９
９
２
年

か
ら
始
め
ら
れ
た
も
の
。
第
１

回
の
講
座
の
講
師
に
は
ネ
メ
シ

ェ
ギ
神
父
を
招
き
、
そ
れ
以
降

の
今
年
の
講
座
を
含
む
26
回
の

講
師
を
竹
山
昭
神
父
が
担
当
し

て
続
け
ら
れ
て
き
た
。

27
回
目
と
な
っ
た
今
年
の
講

座
の
テ
ー
マ
は
「
祈
り
を
中
心

は
鹿
児
島
市
内
の
信
者
た
ち
だ

っ
た
が
、
指
宿
、
溝
辺
、
川
内

な
ど
の
教
会
か
ら
駆
け
つ
け
て

き
た
信
者
の
姿
も
あ
っ
た
。

に
抱
く
山
上
の
説
教
」
で
、
午

前
の
部
、
午
後
の
部
合
わ
せ
て

１
０
０
人
が
熱
心
に
学
習
し

た
。
受
講
者
た
ち
の
ほ
と
ん
ど

世
界
に
は
ま
だ
キ
リ
ス
ト
を
知
ら
な
い
人
が
た
く

さ
ん
い
ま
す
。
日
本
で
も
わ
た
し
た
ち
は
キ
リ
ス
ト

を
知
ら
な
い
人
た
ち
に
囲
ま
れ
て
生
き
て
い
ま
す
。

キ
リ
ス
ト
を
伝
え
る
こ
と
で
あ
る
宣
教
は
、
神
の
子

ど
も
、
キ
リ
ス
ト
の
弟
子
と
な
っ
た
わ
た
し
た
ち
皆

に
与
え
ら
れ
て
い
る
使
命
で
す
。

「
世
界
宣
教
の
日
」
は
、
す
べ
て
の
人
に
宣
教
の

心
を
呼
び
起
こ
さ
せ
る
こ
と
、
世
界
の
福
音
化
の
た

め
に
、
霊
的
物
的
援
助
を
は
じ
め
宣
教
者
た
ち
の
交

流
を
各
国
の
教
会
間
で
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
こ
の
日
の
献
金
は
、
各
国
か
ら
ロ
ー
マ

教
皇
庁
に
集
め
ら
れ
、
世
界
中
の
宣
教
地
に
援
助
金

と
し
て
送
ら
れ
ま
す
。
日
本
の
教
会
は
、
い
ま
だ
に

海
外
か
ら
多
く
の
援
助
を
受
け
て
い
ま
す
が
、
経
済

的
に
恵
ま
れ
な
い
国
々
の
宣
教
活
動
を
さ
ら
に
支
援

で
き
る
よ
う
に
成
長
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

10月21日は世界宣教の日

約
１
０
０
人
が
熱
心
に
学
習

今
年
の
夏
期
集
中
講
座

中野裕明被選司教

司教叙階式・祝賀会
叙階式

10月８日（月）13時

宝山ホール（県文化センター）

鹿児島市山下町5-3
℡099-223-4221

祝賀会

10月８日（月）17時

鹿児島サンロイヤルホテル
鹿児島市与次郎1-8-10

℡099-253-2020

エ
ル
が
種
を
蒔
い
た
地
・
鹿
児

島
だ
か
ら
こ
そ
や
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
」
と
教

区
を
越
え
た
視
野
を
持
ち
続
け

て
き
た
。

こ
れ
ら
司
教
の
決
断
は
必
ず

し
も
全
司
祭
、
全
信
者
の
了
解

を
得
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ

た
よ
う
だ
が
、
「
こ
れ
ま
で
教

区
長
か
ら
の
指
示
待
ち
だ
っ
た

鹿
児
島
教
区
に
波
風
を
立
て
た

い
」
と
い
う
郡
山
司
教
の
思
い

は
実
現
で
き
た
と
言
え
る
。

信
徒
の
活
動
、
他

郡
山
司
教
在
任
中
、
今
年
９

月
に
は
鹿
児
島
で
ア
ジ
ア
会
議

が
開
か
れ
る
な
ど
、
Ｍ
Ｅ
が
活

発
に
な
っ
た
。

ま
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使

っ
た
宣
教
に
も
乗
り
出
し
、
自

身
の
ブ
ロ
グ
を
公
開
、
眼
に
は

見
え
な
い
が
多
く
の
人
々
を
カ

ト
リ
ッ
ク
の
シ
ン
パ
と
し
て
い

っ
た
。

そ
の
他
、
人
と
の
交
流
が
大

好
き
な
司
教
は
、
青
年
、
壮

年
、
大
勢
の
信
者
、
他
宗
教
と

の
親
密
な
交
流
を
持
ち
、
こ
れ

ま
で
の
教
区
長
の
威
厳
と
は
違

っ
た
手
法
で
友
好
の
輪
を
広
げ

続
け
た
。

郡
山
司
教
の
功
績
を
無
駄
に

せ
ず
に
、
次
期
教
区
長
・
中
野

司
教
と
共
に
鹿
児
島
教
区
を
成

長
さ
せ
た
い
も
の
で
あ
る
。

長
崎
教
会
管
区
「
災
害
支
援

担
当
者
会
議
」
が
８
月
29
日

（
水
）
、
別
府
市
で
開
催
さ
れ

た
。
こ
の
会
議
は
東
日
本
大
震

災
支
援
を
通
じ
て
得
た
経
験
を

生
か
し
、
長
崎
教
会
管
区
で
大

災
害
が
発
生
し
た
際
、
迅
速
か

つ
効
果
的
な
支
援
を
す
る
た
め

の
準
備
と
連
携
を
維
持
す
る
た

め
に
行
う
も
の
で
今
回
が
２
回

目
。
今
年
４
月
、
長
崎
大
司
教

区
本
部
に
同
管
区
災
害
支
援
室

が
設
置
さ
れ
た
。
ス
タ
ッ
フ

は
、
今
年
３
月
に
閉
所
し
た
大

槌
ベ
ー
ス
で
ベ
ー
ス
長
を
務
め

た
片
岡
英
和
氏
（
長
崎
教

区
）
。
今
回
の
会
議
で
は
、
カ

リ
タ
ス
ジ
ャ
パ
ン
が
現
在
発
行

準
備
を
進
め
て
い
る
「
災
害
対

応
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
の
草
稿
に
つ

い
て
の
質
疑
応
答
が
担
当
者
に

対
し
て
行
わ
れ
た
。

災
害
支
援
担
当
者
会
議

長
崎
教
会
管
区

９
月
18
日
（
火
）
午
前
10
時

か
ら
教
区
本
部
で
開
か
れ
た
定

例
司
祭
会
議
（
コ
ン
ベ
ン
ツ

ス
）
に
は
、
約
30
人
の
司
祭
、

助
祭
が
出
席
し
、
担
当
教
会
の

情
報
を
交
換
、
ま
た
各
担
当
者

か
ら
の
報
告
を
受
け
た
。

ま
た
こ
の
日
は
午
後
か
ら

「
性
暴
力
と
性
虐
待
の
影
響
に

つ
い
て
」
の
講
演
（
講
師
は
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
代
表

の
中
島
幸
子
さ
ん
）
が
あ
り
、

熱
心
に
学
習
し
た
。

前
日
の
17
日
（
月
）
に
は
、

司
祭
評
議
会
、
教
区
司
祭
会
も

開
催
さ
れ
た
。

定
例
司
祭
集
会



第625号 2018年（平成30年）10月1日（毎月1日発行） （2）

教区会計収支計算報告書
2017年度

期間：2017年4月1日〜2018年3月31日

教区本部の空調設備工事を承認
6月の経済問題評議会

６月10日（日）午後、教区本部で2017年度の決算と2018年度の予算を審
議する教区経済問題評議会が開催され、どちらも概ね了承された。今年度
の事業予算として承認されたもので大きなものは、教区本部の空調設備の
取り替え。建設から約20年が経過した教区本部には、数年前から会議室を
利用している人たち、居住している司祭たちから「冷暖房が効かない」な
どの苦情が寄せられていた。これは建設当時に、本来必要だった容量を持
った機器を設置できていなかったため。それによって、しばしば空調設備
が停止、またそれらと連動する室外機も故障を繰り返してきた。取り替え
工事には、10日間程を要するため、冷暖房無しでも過ごせる11月の工事が
予定されている。

以下に、これまで要望のあった教区会計収支計算報告書を掲載する。ま
た機会があれば神学生養成費他の計算書を掲載していきたい。
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流
し
た
。

キ
ャ
ン
プ
の
テ
ー
マ
は
今
年

が
明
治
維
新
１
５
０
年
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ

「
西
郷
ど
ん
」
に
因
ん
で
「
カ

ト
ど
ん
」
。
キ
ャ
ン
プ
を
準
備

し
た
鹿
児
島
の
青
年
た
ち
は
、

新
し
い
自
分
の
発
見
、
新
し
い

仲
間
と
の
出
会
い
な
ど
多
く
の

「
維
新
」
を
見
つ
け
て
欲
し
い

と
呼
び
か
け
た
。

25
日
午
後
に
集
ま
っ
た
青
年

た
ち
は
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
ザ

ビ
エ
ル
教
会
で
行
っ
た
後
、
鶴

丸
城
や
南
洲
神
社
、
福
昌
寺
跡

な
ど
を
訪
問
、
そ
の
後
は
各
々

の
思
い
を
分
か
ち
合
い
、
翌
日

の
ザ
ビ
エ
ル
教
会
の
主
日
の
ミ

サ
に
あ
ず
か
っ
て
散
会
し
た
。

８
月
25
日
（
土
）
、
26
日

（
日
）
の
２
日
間
、
鹿
児
島
市

で
九
州
青
年
キ
ャ
ン
プ
が
開
催

さ
れ
、
福
岡
、
大
分
、
長
崎
、

静
岡
の
各
地
か
ら
９
人
が
参
加

し
、
鹿
児
島
の
青
年
た
ち
と
交

レ
オ
税
所
七
右
衛
門
殉
教
祭
準
備

京
泊
天
主
堂
跡
清
掃
作
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

日
　
　
時

10
月
27
日
（
土
）
10
時
30
分
〜

※
雨
天
の
際
は
翌
日
（
28
日
）
13
時
30
分
か
ら
実
施

集
合
場
所

京
泊
天
主
堂
跡
入
口
　
駐
車
場

連
絡
先

℡
０
９
０
（
３
６
６
９
）
０
４
２
３
＝
徳
永

２
日
（
火
）
大
隅
学
園
理
事
会
・
教
区
本
部
・
10
時

４
日
（
木
）
九
州
地
区
宗
教
担
当
者
研
修
会
・
教
区
本
部
・
〜
６
日

▼
サ
ン
タ
マ
リ
ア
神
父
叙
階
記
念
（
１
９
７
０
年
）

▼
朴
昶
奎
神
父
霊
名
（
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
）

５
日
（
金
）
デ
ク
ル
ス
神
父
命
日
（
１
９
８
０
）

６
日
（
土
）
読
書
会
・
教
区
本
部
・
16
時

７
日
（
日
）
年
間
第
27
主
日

▼
パ
ー
ド
レ
ピ
オ
の
集
い
・
ザ
ビ
エ
ル
教
会
・
12
時
30
分

▼
鹿
児
島
カ
ト
リ
ッ
ク
正
義
と
平
和
協
議
会
主
催
講
演
会

「
聖
書
を
発
見
す
る
」
・
教
区
本
部
・
15
時

８
日
（
月
）
中
野
裕
明
司
教
叙
階
式
・
宝
山
ホ
ー
ル
・
13
時

10
日
（
水
）
福
崎
英
雄
神
父
叙
階
記
念
（
１
９
８
９
年
）

12
日
（
金
）
ア
ッ
シ
ャ
ー
神
父
霊
名
（
聖
マ
ッ
ク
ス
）

14
日
（
日
）
年
間
第
28
主
日

16
日
（
火
）
教
区
巡
礼
委
員
会
・
教
区
本
部
・
19
時

▼
大
松
正
弘
神
父
霊
名
（
聖
ジ
ェ
ラ
ル
ド
）

18
日
（
木
）
聖
ル
カ
福
音
記
者

▼
内
野
洋
平
神
父
霊
名
（
聖
ル
カ
）

20
日
（
土
）
正
義
と
平
和
協
議
会
・
教
区
本
部
・
13
時

21
日
（
日
）
年
間
第
29
主
日

▼
世
界
宣
教
の
日
（
献
金
）

24
日
（
水
）
大
水
如
安
神
父
命
日
（
１
９
９
４
年
）

28
日
（
日
）
年
間
30
主
日

▼
オ
リ
ー
ブ
の
会
・
教
区
本
部
・
14
時

31
日
（
水
）
ミ
タ
マ
ヤ
神
父
命
日
（
１
９
８
４
年
）

祈
り
の
意
向

【
祈
祷
の
使
徒
会
】

世
界
共
通

家
庭
は
宝
物

日
本
の
教
会

世
界
平
和
へ
の
責
任

10
月
と
言
え
ば
、
ロ
ザ
リ
オ
の
月
と
い
う
こ
と
に

な
っ
て
い
る
が
、
今
の
ボ
ク
に
は
８
日
の
叙
階
式
が

待
ち
遠
し
い
。
そ
れ
で
も
、
最
後
と
な
る
今
月
号
で

は
、
や
は
り
ロ
ザ
リ
オ
の
こ
と
を
書
い
て
み
た
い
。

30
数
年
も
前
の
こ
と
に
な
る
が
、
今
は
亡
き
コ
ン

ベ
ン
ツ
ア
ル
会
の
坂
谷
神
父
さ
ん
に
も
ら
っ
た
ロ
ザ

リ
オ
は
七
連
も
あ
る
長
い
も
の
。
マ
リ
ア
様
の
七
つ

の
悲
し
み
に
由
来
す
る
も
の
と
は
聞
い
て
い
た
が
、

ど
ん
な
ふ
う
に
祈
る
の
か
は
教
え
て
も
ら
え
な
い
ま

ま
今
日
に
至
っ
て
い
た
。

し
か
し
、
８
月
の
引
っ
越
し
の
際
、
本
棚
を
整
理

し
て
い
る
と
真
新
し
い
冊
子
が
出
て
き
た
。
ド
ン
・

ボ
ス
コ
社
か
ら
出
さ
れ
た
も
の
で
「
聖
母
マ
リ
ア
」

¦
七
つ
の
悲
し
み
の
道
行
き
・
七
つ
の
悲
し
み
の
ロ

ザ
リ
オ
、
と
あ
っ
た
の
で
ビ
ッ
ク
リ
。
し
か
も
、
表

紙
の
写
真
は
あ
の
シ
ド
ッ
チ
神
父
さ
ん
が
持
っ
て
き

た
親
指
の
聖
母
。
早
速
開
い
て
み
る
と
、
七
つ
の
悲

し
み
と
祈
り
方
が
紹
介
さ
れ
て
い
た
の
で
皆
さ
ん
に

紹
介
し
た
い
。

唱
え
方
は
手
元
の
ロ
ザ
リ
オ
と
同
じ
で
も
、
七
つ

の
悲
し
み
に
対
応
し
て
珠
は
七
つ
し
か
な
く
、
十
字

架
部
分
は
マ
リ
ア
様
の
お
メ
ダ
イ
。

専
用
の
ロ
ザ
リ
オ
が
あ
る
ら
し
い
と

分
か
っ
た
。

聖
母
の
七
つ
の
悲
し
み
と
は
、
第

一
、
神
殿
で
の
シ
メ
オ
ン
の
預
言
（
ル
カ
２
・
34
）

に
よ
る
悲
し
み
。
第
二
、
エ
ジ
プ
ト
へ
の
逃
避
行

（
マ
タ
イ
２
・
13
）
。
第
三
、
御
子
を
見
失
う
（
ル

カ
２
・
42
〜
46
）
。
第
四
、
カ
ル
ワ
リ
オ
の
途
上
で

御
子
に
会
う
（
ル
カ
23
・
27
〜
29
参
照
）
。
第
五
、

十
字
架
の
も
と
に
た
た
ず
む
（
ヨ
ハ
ネ
19
・
25
)。
第

六
、
御
子
の
亡
骸
を
抱
く
（
ヨ
ハ
ネ
19
・
40
参

照
）
。
第
七
、
御
子
が
墓
に
葬
ら
れ
る
（
ヨ
ハ
ネ

19
・
42
参
照
）
。
各
連
ご
と
に
短
い
お
祈
り
が
つ
く

が
割
愛
し
た
い
。

実
際
に
や
っ
て
み
る
と
、
マ
リ
ア
様
と
一
緒
に
十

字
架
の
道
行
き
を
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
ロ
ザ
リ

オ
の
月
よ
り
も
む
し
ろ
四
旬
節
に
ふ
さ
わ
し
い
よ
う

に
思
っ
た
。
し
か
し
、
マ
リ
ア
様
は
母
と
し
て
私
た

ち
の
悲
し
み
や
苦
し
み
に
も
寄
り
添
っ
て
く
だ
さ
る

の
で
、
今
月
は
、
と
く
に
「
喜
び
の
神
秘
」
の
月
曜

日
に
は
七
つ
の
悲
し
み
の
ロ
ザ
リ
オ
を
さ
さ
げ
る
こ

と
を
お
勧
め
し
た
い
。

因
み
に
、
２
０
０
３
年
版
の
冊
子
は
２
０
０
円
+

税
。
ド
ン
・
ボ
ス
コ
社
に
問
い
合
わ
せ
る
と
ロ
ザ
リ

オ
も
手
に
入
る
か
も
し
れ
な
い
。

長
い
間
の
ご
愛
読
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

維
新
を
求
め
て
鹿
児
島
へ

８
月
下
旬
の
九
州
青
年
キ
ャ
ン
プ

会

と

催

し

10
月

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
レ
ジ
リ
エ
ン
ス

代
表
で
、
米
国
法
学
博
士
、
社

会
福
祉
学
修
士
で
も
あ
る
中
島

幸
子
さ
ん
を
講
師
に
招
い
て
の

講
演
会
「
性
暴
力
と
性
虐
待
の

影
響
に
つ
い
て
」
が
９
月
19
日

（
水
）
午
後
、
ザ
ビ
エ
ル
教
会

主
聖
堂
で
あ
っ
た
。

主
催
し
た
の
は
子
ど
も
と
女

性
の
人
権
相
談
室
で
、
約
30
人

が
聴
講
し
た
。

中
島
さ
ん
は
、
性
犯
罪
と
し

て
表
面
に
出
な
い
性
暴
力
や
性

中央協議会広報推薦
＝ガンボジアヘ幸せを届けた

ゴッちゃん神父の物語＝

映画「father」
10月13日（土）〜19日（金）

マルヤガーデンズ７F
ガーデンズシネマ

司
教
執
務
室
便
り

七
つ
の
悲
し
み
の
ロ
ザ
リ
オ

短
　
歌国

分
教
会
　
市
来
房
枝

遠
き
日
に
曾
て
テ
ニ
ス
を
共
に

せ
し
中
野
司
教
の
叙
階
を
祝
す

（
10
月
８
日
）

栗
実
り
白
萩
そ
よ
ぐ
吾
が
庭
に

鈴
虫
の
音
を
け
さ
は
聞
き
た
り

鴨
池
教
会
　
前
田
儀
子

み
づ
色
の
空
は
や
は
ら
か
に
昏

れ
ゆ
き
て
樹
々
は
濃
き
影
地
表

に
落
す

夜
の
庭
に
立
つ
向
日
葵
は
暗
々

と
虚
空
に
花
輪
の
影
を
仰
向
く

文
　
芸

虐
待
の
事
例
や
被
害
者
の
心
理

状
態
を
詳
し
く
解
説
、
そ
の
上

で
「
子
ど
も
が
安
全
な
社
会
な

ら
自
ず
と
大
人
も
安
全
な
社
会

に
成
る
。
子
ど
も
を
守
れ
る
社

会
に
し
よ
う
」
と
訴
え
た
。

中
島
さ
ん
は
前
日
の
18
日
、

定
例
司
祭
集
会
に
集
ま
っ
た
司

祭
団
に
も
同
じ
よ
う
な
講
演
を

行
っ
た
。

性
暴
力
と
性
虐
待
に
つ
い
て
学
習

子
ど
も
と
女
性
の
人
権
相
談
室
主
催
講
演
会

▼
姶
良
教
会
堅
信
式

８
月
26
日
（
日
）
、
姶
良
教

会
（
ア
ン
神
父
主
任
司
祭
）
で

は
堅
信
式
が
あ
り
、
大
人
６

人
、
若
者
４
人
が
郡
山
司
教
か

ら
そ
の
恵
み
を
も
ら
っ
た
。

▼
種
子
島
教
会
堅
信
式

９
月
９
日
（
日
）
種
子
島
教

会
（
栃
尾
神
父
主
任
司
祭
）
で

は
、
堅
信
式
が
あ
り
１
人
が
受

堅
、
こ
れ
が
郡
山
司
教
に
よ
る

最
後
の
堅
信
式
と
な
っ
た
。
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低
学
年
の
子
ど

も
達
は
、
聖
書
の

一
節
を
理
解
す
る

こ
と
に
初
め
は
大

変
そ
う
に
し
て
い

ま
し
た
。
私
も
朗

読
す
る
時
、
毎
回

の
よ
う
に
大
変

で
、
共
感
し
ま

す
。聖

書
の
一
節
を

朗
読
す
る
こ
と

は
、
主
の
御
言
葉

を
伝
え
る
こ
と
。

ど
う
し
て
こ
の
こ

と
を
伝
え
た
い
の

か
、
朗
読
す
る
上

で
意
図
し
て
い
る

こ
と
を
導
き
出
す

の
に
実
に
苦
労
す

る
時
も
し
ば
し
ば
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
今
回
の
サ
マ
ー
デ

ィ
キ
ャ
ン
プ
の
中
で
学
ん
だ
こ

と
が
ひ
と
つ
あ
り
ま
す
。
そ
れ

は
、
神
様
は
上
手
さ
を
求
め
て

い
る
の
で
は
な
く
、
い
か
に
心

を
込
め
た
か
を
見
て
お
ら
れ
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
か
ら

の
朗
読
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
実

り
多
い
学
び
に
な
る
こ
と
を
願

っ
て
い
ま
す
。

小
学
２
年
生
　
泉
　
る
か

ご
ぜ
ん
中
は
、
じ
し
ゃ
と
ろ

う
ど
く
の
勉
強
で
し
た
。
マ
イ

ク
を
つ
か
っ
た
り
、
み
ん
な
と

お
し
ゃ
べ
り
し
た
り
す
る
の
が

楽
し
か
っ
た
で
す
。
で
も
、
と

て
も
な
が
い
じ
か
ん
で
し
た
。

マ
マ
た
ち
が
つ
く
っ
て
く
れ

た
カ
レ
ー
を
お
か
わ
り
し
て
お

い
し
か
っ
た
で
す
。

ご
ご
に
、
ア
リ
マ
ー
ラ
ン
ド

で
あ
そ
び
ま
し
た
。
入
じ
ょ
う

む
り
ょ
う
で
、
お
む
か
え
バ
ス

つ
き
で
す
。
広
く
て
み
ど
り
が

い
っ
ぱ
い
で
す
。
し
ん
父
さ
ま

や
、
リ
ー
ダ
ー
と
水
あ
そ
び
も

し
て
、
す
い
か
わ
り
を
し
ま
し

た
。
ア
リ
マ
ー
ラ
ン
ド
は
、
楽

し
す
ぎ
て
、
10
分
く
ら
い
し
か

い
な
い
気
が
し
ま
し
た
。
楽
し

い
時
間
を
か
み
さ
ま
あ
り
が
と

う
。
か
み
さ
ま
、
ま
た
お
ね
が

い
し
ま
す
。

り
、
重
く
感
じ
る
。
最
近
、
新

聞
・
テ
レ
ビ
で
報
道
さ
れ
た

「
聖
職
者
に
よ
る
性
的
虐
待
」

を
は
じ
め
と
し
て
、
教
会
の
本

来
の
使
命
で
あ
る
「
福
音
化
」

か
ら
離
れ
て
い
る
現
状
を
見
る

と
、
マ
ル
テ
ィ
ー
ニ
枢
機
卿
の

言
葉
は
身
に
染
み
る
。
「
ど
う

し
て
、
教
会
は
こ
う
な
っ
て
い

る
の
だ
ろ
う
か
」
「
福
音
化
を

ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う

か
」
と
、
信
徒
も
司
祭
も
い
ろ

い
ろ
考
え
て
い
る
は
ず
で
あ
る

が
、
現
状
は
一
向
に
改
革
さ
れ

な
い
。

「
残
り
火
」
に
つ
い
て
、
ブ

ラ
ジ
ル
の
カ
マ
ラ
大
司
教
の
言

葉
も
あ
る
。
「
人
が
生
き
て
い

る
限
り
灰
の
下
に
わ
ず
か
な
残

り
火
が
隠
れ
て
い
る
。
（
中

略
）
も
は
や
火
は
つ
か
な
い
の

で
は
な
い
か
を
気
に
し
て
は
い

け
な
い
。
な
す
べ
き
こ
と
は
た

だ
息
を
吹
き
か
け
る
こ
と
な
ん

だ
。
」
結
果
を
気
に
す
る
必
要

は
な
い
。
そ
れ
よ
り
も
「
息
を

ふ
き
か
け
る
」
こ
と
自
体
が
大

事
な
こ
と
な
の
だ
と
理
解
し

た
。
私
た
ち
は
目
に
見
え
る
結

果
を
求
め
て
行
動
す
る
こ
と
が

多
い
。
そ
れ
よ
り
も
、
キ
リ
ス

ト
者
と
し
て
福
音
を
生
き
る
こ

と
（
イ
エ
ス
の
よ
う
に
、
小
さ

く
さ
れ
た
側
に
立
ち
、
父
な
る

神
の
み
旨
を
実
現
す
る
こ
と
）

を
わ
ず
か
で
も
実
行
す
れ
ば
よ

い
の
か
な
と
思
う
。
社
会
問
題

５
月
の
講
演
会
で
聞
い
た
カ

ロ
ル
・
マ
ル
テ
ィ
ー
ニ
枢
機
卿

の
言
葉
が
今
も
残
っ
て
い
る
。

「
教
会
は
疲
れ
て
い
る
。

（
中
略
）
今
日
、
教
会
で
は
、
残

り
火
の
上
に
と
て
も
多
く
の
灰
が

覆
い
被
さ
っ
て
い
る
の
を
見
て
、

私
は
し
ば
し
ば
無
力
感
に
苛
ま
れ

る
。
ど
う
す
れ
ば
、
愛
の
炎
を
再

び
燃
え
立
た
せ
る
た
め
に
灰
の
中

か
ら
残
り
火
を
取
り
出
す
こ
と
が

で
き
る
だ
ろ
う
か
。
」

世
界
中
で
多
く
の
司
祭
や
信

徒
を
霊
的
に
指
導
し
て
き
た
方

で
あ
り
、
日
本
に
も
多
く
の
読

者
を
持
つ
方
の
「
遺
言
」
で
あ

に
関
わ
り
な
が
ら
、
福
音
化
を

目
指
す
「
正
義
と
平
和
」
の
活

動
も
、
こ
こ
に
原
点
が
あ
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
の
二
人
の
キ
リ
ス
ト
者
の

言
葉
は
、
い
ず
れ
も
核
心
を
つ

い
て
い
る
と
思
う
。
こ
の
よ
う

に
「
絶
望
」
と
「
希
望
」
の
間

で
揺
れ
動
く
中
で
、
「
愛
の
炎

を
燃
や
す
」
に
は
ど
う
す
れ
ば

よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
大
テ
レ
ジ

ア
の
「
小
さ
な
炎
で
も
全
世
界

を
燃
え
上
が
ら
せ
る
こ
と
が
で

き
る
の
だ
か
ら
、
ま
ず
は
自
分

が
燃
え
上
が
り
な
さ
い
」
と
い

う
言
葉
を
原
点
に
し
て
具
体
的

に
行
動
し
て
み
た
い
。

（
紫
原
教
会
 山
下
和
実
）

お
知
ら
せ

▼
本
田
哲
郎
神
父
（
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
会
）
講
演
会

日
時
：
10
月
７
日
（
日
）
16

時
〜
20
時
30
分
　
場
所
：
 教
区

本
部
　
内
容
：
「
聖
書
の
話
あ
れ

こ
れ
」
（
聖
書
が
告
げ
る
正
義
と

平
和
、
ル
カ
福
音
書
を
読
む
）

▼
社
会
問
題
の
分
か
ち
合
い

（
毎
月
第
３
土
曜
日
）

日
時
：
10
月
20
日
（
土
）
13

時
〜
16
時
　
場
所
：
 教
区
本

部
　
内
容
：
原
発
・
改
憲
・
沖

縄
の
諸
問
題
に
つ
い
て
の
情
報

交
換
 そ
の
他

▼
お
詫
び
と
訂
正

先
月
号
の
Ｋ
Ｊ
Ｐ
通
信
で

「
第
二
次
安
倍
晋
三
内
閣
発
足

後
の
死
刑
執
行
は
14
回
目
で
、

執
行
人
数
は
３
人
に
な
る
」
と

あ
り
ま
し
た
が
、
正
し
く
は

「
執
行
人
数
は
34
人
に
な
る
」

で
し
た
。
お
詫
び
し
訂
正
い
た

し
ま
す
。

８
月
最
後
の
日
曜
日
と
な
っ

た
26
日
、
教
会
行
事
の
大
掃
除

に
参
加
し
た
後
、
「
ザ
ビ
エ
ル

教
会
学
校
サ
マ
ー
デ
イ
キ
ャ
ン

プ
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
の
は
幼
稚
園
児
５

人
、
小
学
生
11
人
、
高
校
生
１

人
、
保
護
者
16
人
 リ
ー
ダ
ー

６
人
。

開
校
式
の
竹
山
神
父
様
の
お

話
を
聞
い
た
後
、
チ
ョ
ン
神
父

様
、
諏
訪
神
学
生
、
典
礼
委
員

の
小
浦
さ
ん
の
指
導
で
侍
者
の

勉
強
、
朗
読
を
高
校
生
の
平
尾

菜
夏
実
さ
ん
が
リ
ー
ダ
ー
と
な

り
マ
イ
ク
を
使
い
、
練
習
し
ま

し
た
。

時
々
、
途
切
れ
そ
う
に
な
る

集
中
力
も
、
「
美
味
し
い
お
昼

ご
飯
や
、
バ
ス
で
出
か
け
る
有

馬
さ
ん
宅
を
楽
し
み
に
し
て
て

ね
」
と
リ
ー
ダ
ー
が
声
を
か
け

る
と
、
瞳
を
輝
か
せ
て
頑
張
っ

て
い
ま
し
た
。

お
母
様
方
が
、
心
を
込
め
て

準
備
し
て
く
だ
さ
っ
た
カ
レ
ー

ラ
イ
ス
と
フ
ル
ー
ツ
ポ
ン
チ
を

美
味
し
く
頂
き
、
午
後
か
ら
は

「
平
和
に
つ
い
て
」
学
び
、
分

か
ち
合
い
ま
し
た
。
「
戦
争
が

も
た
ら
す
も
の
」
教
皇
様
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ
た
長
崎

の
少
年
の
写
真
の
話
や
、
原
爆

の
こ
と
を
「
お
り
づ
る
の
旅
」

「
ま
ち
ん
と
」
の
絵
本
を
通
し

て
学
び
ま
し
た
。

そ
し
て
、
平
和
の
た
め
に
自

分
が
で
き
る
こ
と
を
考
え
、
皆

で
分
か
ち
合
い
ま
し
た
。
最
後

に
バ
ス
で
移
動
し
、
ザ
ビ
エ
ル

様
ゆ
か
り
の
玉
龍
山
前
の
「
あ

り
ま
ー
ら
ん
ど
」
(子
ど
も
達

が
ネ
ー
ミ
ン
グ
し
ま
し
た
)で

思
い
っ
き
り
遊
び
ま
し
た
。

芝
生
の
お
庭
で
、
ス
イ
カ
割

り
や
、
シ
ャ
ボ
ン
玉
、
水
遊
び

を
楽
し
み
ま
し
た
。
チ
ョ
ン
神

父
様
に
水
を
か
け
ら
れ
た
子
ど

も
達
の
弾
け
る
笑
い
声
と
、
走

り
回
る
元
気
な
姿
に
、
教
会
の

明
る
い
未
来
と
神
様
が
共
に
い

て
く
だ
る
こ
と
を
強
く
感
じ
る

こ
と
の
で
き
た
実
り
多
い
サ
マ

ー
デ
イ
キ
ャ
ン
プ
に
な
り
ま
し

た
。ご

協
力
く
だ
さ
っ
た
皆
様
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

Ｋ
Ｊ
Ｐ
（
鹿
児
島
正
義
と
平
和
協
議
会
）
通
信
10
月
号

侍
者
と
朗
読
の
仕
方
を
勉
強

ザ
ビ
エ
ル
教
会
学
校
が
サ
マ
ー
デ
イ
キ
ャ
ン
プ

有
名
な
徴
税
人
ザ
ア
カ
イ
に

つ
い
て
の
お
話
は
、
ル
カ
福
音

書
に
し
か
見
ら
れ
ま
せ
ん
。
こ

の
話
の
中
で
は
、
彼
が
木
に
登

っ
て
ま
で
イ
エ
ス
様
を
一
目
で

も
見
よ
う
と
し
た
こ
と
（
19
・

４
）
、
イ
エ
ス
様
が
罪
人
で
あ

る
彼
の
家
に
泊
ま
ろ
う
と
し
た

こ
と
（
19
・
６
）
、
そ
し
て
彼

の
悔
い
改
め
の
言
葉
を
聞
い
た

イ
エ
ス
様
が
「
こ
の
家
に
救
い

が
訪
れ
た
」
と
言
っ
た
こ
と

（
19
・
９
）
、
な
ど
に
注
目
さ

れ
が
ち
で
す
が
、
改
め
て
こ
の

話
を
原
語
か
ら
考
え
て
み
ま
し

ょ
う
。

葉
は
、
原

語
で
は
面

白
い
こ
と

に
「
救
う

こ
と
に
失

敗

す

る

（
者
）
」
と
い
う
意
味
が
あ
り

ま
す
。
で
は
、
誰
が
誰
を
「
救

う
こ
と
に
失
敗
し
た
」
の
か
？

そ
れ
は
容
易
に
想
像
で
き
ま

す
。
イ
エ
ス
様
の
言
葉
に
も
あ

る
よ
う
に
、
嘗
て
預
言
者
た
ち

は
民
を
救
う
こ
と
に
失
敗
し
ま

し
た
（
11
・
47
参
照
）
。
そ
れ

ど
こ
ろ
か
、
民
は
彼
等
を
殺
し

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
「
救
う
」
と
は
原
語
で

「
直
す
」
と
い
う
意
味
が
あ
り

ま
す
。
こ
う
し
た
過
去
の
歴
史

…
民
を
救
う
た
め
に
繰
り
返
さ

れ
た
失
敗
を
踏
ま
え
て
、
最
終

的
に
神
様
は
人
々
を
救
う
た
め

に
、
ま
た
、
神
様
と
の
関
係
を

新
た
に
修
復
す
る
た
め
に
イ
エ

ス
様
を
遣
わ
さ
れ
た
の
で
す
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
考
え
て
み

る
と
、
ザ
ア
カ
イ
の
話
は
イ
エ

ス
様
が
ど
の
よ
う
な
方
で
あ
る

の
か
、
と
い
う
こ
と
が
巧
み
に

描
き
込
ま
れ
た
個
所
で
あ
る
と

言
え
る
で
し
ょ
う
。

康由神父の聖書教室⑹

イエスを巧みに表現
徴税人ザアカイの話

さ
て
、
「
宿
を
と
っ
た
」
と

訳
さ
れ
た
言
葉
で
す
が
、
原
語

で
は
何
か
に
繋
が
れ
て
い
る
家

畜
な
ど
の
「
結
び
目
を
解

く
」
、
「
軛
か
ら
外
す
」
と
い

う
の
が
本
来
の
意
味
で
す
。
こ

の
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
イ
エ

ス
様
は
ザ
ア
カ
イ
が
結
び
つ
い

て
い
た
罪
、
欲
望
、
そ
し
て
こ

の
世
的
な
利
得
か
ら
彼
を
解
き

放
つ
た
め
に
、
敢
え
て
ザ
ア
カ

イ
の
家
に
赴
こ
う
と
し
た
、
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
こ
と
に
対
し
て
ザ
ア
カ

イ
の
心
の
奥
底
か
ら
突
き
上
げ

る
よ
う
な
喜
び
が
生
じ
た
の
で

す
。
つ
ま
り
、
自
分
自
身
が
一

番
深
く
感
じ
て
い
た
神
様
に
対

す
る
負
い
目
、
重
荷
、
即
ち
、

罪
か
ら
解
き
放
た
れ
た
こ
と
を

悟
っ
た
こ
と
か
ら
こ
そ
、
貧
し

い
人
に
財
産
を
施
す
こ
と
や
騙

し
取
っ
た
場
合
の
弁
済
方
法
に

つ
い
て
言
葉
を
発
し
た
の
で
し

ょ
う
（
19
・
８
）
。

実
に
、
イ
エ
ス
様
は
ご
自
分

と
関
係
が
あ
る
者
だ
け
を
救
う

た
め
に
来
ら
れ
た
の
で
は
く
、

「
失
わ
れ
た
も
の
を
捜
」
さ
れ

ま
す
（
19
:10
）
。
こ
の
「
失

わ
れ
た
も
の
」
と
訳
さ
れ
た
言

高
校
生
　
平
尾
菜
夏
実

私
は
、
今
回
サ
マ
ー
デ
イ
キ

ャ
ン
プ
で
、
侍
者
の
勉
強
会
に

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
の
中
で
最
も
印
象
深
い

も
の
は
、
朗
読
の
練
習
で
し

た
。
私
は
、
今
回
朗
読
の
練
習

の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
子
ど
も
た

ち
に
朗
読
の
仕
方
に
つ
い
て
話

を
し
ま
し
た
。
特
に
苦
労
し
た

こ
と
は
、
子
ど
も
達
に
分
か
り

や
す
く
伝
え
る
こ
と
で
し
た
。

参
加
者
の
感
想
文

ザビエル教会所属の有馬啓介さん宅で記念撮影


